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木曾森林鉄道（遺産群）

日本の林業遺産を知ろう

▲ 観光用に復活した森林鉄道（上松町）

東京大学  柴崎　茂光

　
　
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
森
林
資
源
に
恵
ま

　
　
　
れ
た
木
曽
地
方
は
、
江
戸
時
代
に

は
尾
張
徳
川
藩
の
林
業
地
と
し
て
栄
え
、

河
川
を
活
用
し
て
材
を
運
ん
で
い
ま
し

た
。
明
治
期
に
入
る
と
、
林
野
の
大
半
は

御
料
林
や
国
有
林
に
編
入
さ
れ
、
20
世
紀

に
入
る
と
効
率
的
に
大
量
の
木
材
を
運
搬

す
る
た
め
に
森
林
鉄
道
の
建
設
が
進
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
ず
、
職
員
・
作
業
員
へ
の

物
資
を
輸
送
す
る
た
め
に
、
1
9
0
1
年

に
阿
寺
軽
便
軌
道
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。

1
9
1
5
年
に
は
、
中
部
地
方
初
の
森
林

鉄
道
と
し
て
、
上
松
貯
木
場
を
起
点
と
す

る
小
川
森
林
鉄
道
が
一
部
開
通
し
、
翌
年

に
全
線
開
通
し
ま
す
。
1
9
1
7
年
に
は
、

王
滝
森
林
鉄
道
の
建
設
も
開
始
し
ま
す
。

深
い
木
曽
谷
を
分
け
入
り
な
が
ら
軌
道

が
通
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
国
産
最
古
の

ト
ラ
ス
橋
と
さ
れ
る
鬼
淵
鉄
橋
な
ど
、
当

時
の
最
新
技
術
を
投
入
し
た
構
造
物
も
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
木
材
を
積
ん
だ

ト
ロ
ッ
コ
や
客
車
を
け
ん
引
す
る
た
め
に

は
、
機
関
車
の
力
が
必
要
で
す
。
小
川
森

林
鉄
道
の
開
通
時
に
、
米
国
か
ら
輸
入
さ

れ
た
の
が
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
蒸
気
機
関

車
」
で
し
た
。
現
在
、
動
態
保
存
さ
れ
て

い
る
蒸
気
機
関
車
が
現
役
を
引
退
す
る

1
9
5
9
年
ま
で
に
、
運
行
距
離
は
42
万

㎞
を
誇
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
、
往
時
の

鉄
橋
や
蒸
気
機
関
車
の
う
ち
現
存
す
る
も
の

が
、
林
業
遺
産
の
主
た
る
選
定
資
産
と
な
っ

林業
遺産
林
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ヒ

て
い
ま
す
。

　
　
て
、
木
材
を
運
ぶ
た
め
に
敷
設
さ

　
　
　
れ
た
森
林
鉄
道
で
す
が
、
運
材
列

車
に
客
車
が
連
結
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
住

民
を
運
ぶ
足
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

各
所
の
運
材
用
の
停
車
場
は
、
地
域
の

人
々
に
と
っ
て
は
駅
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
地
域
住
民
の
要
請
を
受
け
、

小
川
線
の「
こ
ま
ど
り
号
」、王
滝
線
の「
や

ま
ば
と
号
」
な
ど
、
通
学
専
用
の
客
車
な

ど
も
運
行
し
ま
し
た
。
ま
た
森
林
鉄
道
の

存
在
は
地
域
に
経
済
的
な
効
果
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
滝
越
停
車
場
の
近
く
の
商
店

は
、売
上
が
郡
下
で
一
番
多
い
と
い
わ
れ
、

「
デ
パ
ー
ト
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
繁
盛
し

た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
林
道
の
整
備
が
進
み
、
木
材
が

林
内
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
相
対
的
な
優
位
性
が
失
わ
れ
、

森
林
鉄
道
は
廃
止
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
王

滝
森
林
鉄
道
も
、
1
9
7
5
年
に
廃
止
さ

れ
、
木
曽
谷
の
森
林
鉄
道
の
歴
史
は
事
実

上
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
　
お
、
廃
線
後
も
木
曽
森
林
鉄
道
に

　
　
　
関
す
る
一
部
の
資
産
は
、
観
光
・

教
育
資
源
と
し
て
再
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
赤
沢
自
然
休
養
林
（
1
9
7
0
年

開
設
）
の
中
に
、
森
林
鉄
道
記
念
館
が

1
9
7
8
年
に
開
館
し
、レ
ー
ル
や
看
板
、

車
両
な
ど
往
時
を
偲
ぶ
資
料
が
数
多
く
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
9
8
7
年
に
は
、

同
自
然
休
養
林
内
の
保
存
軌
道
の
う
ち
、

1
・
1
㎞
を
往
復
す
る
観
光
用
の
赤
沢
森

林
鉄
道
が
復
活
し
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
、

年
間
５
〜
８
万
人
前
後
の
利
用
者
が
い
ま

し
た
（
4
〜
11
月
運
行
）。
王
滝
村
の
松

原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
、「
林
鉄
バ
イ
ク
」

を
こ
い
で
1
周
1
・
5
㎞
の
レ
ー
ル
を
周

回
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
（
４
〜
10
月
）。
林
業
遺

産
に
選
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
現
存
す

る
木
曽
森
林
鉄
道
遺
構
・
資
料
群
の
ご
く

一
部
で
す
が
、選
定
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、

数
多
く
の
「
地
域
の
宝
」
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
観
光
協
会
や
関
係
者
が
協
力
す
る

形
で
、
か
つ
て
の
職
員
・
作
業
員
の
方
々

の
記
憶
を
残
す
取
り
組
み
も
続
い
て
い

ま
す
。

　
　
0
2
0
年
か
ら
蔓
延
が
続
く
新
型

　
　
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
少
し
ず
つ
落
ち

着
き
を
み
せ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
よ
り
多

く
の
人
が
木
曽
地
方
を
訪
れ
、
林
業
や
森

林
鉄
道
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
学
び
、

体
感
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
ご
協
力
い
た
だ

い
た
上
松
町
観
光
協
会
、
植
木
雅
史
氏
、

王
滝
村
教
育
委
員
会
、
大
桑
村
役
場
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ   

て
ら
け
い
べ
ん

あ
げ
ま
つ

お
に
ぶ
ち
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▲ 昭和初期の鬼渕鉄橋（所蔵：上田文昭）▲ 現在の鬼淵鉄橋（上松町）▲ 1970年代初めの鯎川林道 東川作業軌道 五段木橋
    付近（撮影：向井孝）

▲ 林鉄バイク(王滝村)

▲ 田島停車場跡地

▲ 第一阿寺川橋梁（大桑村）

▲ 遠足で「やまばと号」を利用する王滝小学校の児童
　（田島停車場、1960年代初め）（所蔵：大家親）
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